
 

名勝 小金井桜パトロール報告           No.181～No.274   No.866～No.960    

巡回日 2011年 12月 20日（火） 晴              時間 10:00～11:30 

巡回区間  小金井橋～茜屋橋     第２ブロック   池 和子・戸田裕康・戸田淑子・竹前直子・ 

小迫邦彦・小迫悦子     記録 小迫 

1、全体 今年は暖冬の影響で、桜はほぼ落葉が終ったようだが、ケヤキはまだ梢に残しているものがみら

れ、いつもは綺麗な左岸も年末大掃除前の故か歩道には落葉が風に吹き寄せられていた。上水内

の台風後の倒木や折れ枝等が整理されていた。 

    

2、桜樹 「冬枯れや サルノコシカケ 厳として」本日のパトロール中の会員の句である。葉も落ち、寒々

とした桜樹にコフキサルノコシカケだけは大きく硬く残っていた。 

本日は第 10回樹勢調査時に判明した番号札の欠落札と台風等で欠落した札の簡易取り付けを 

行う。取れかかっていた番号札も締めなおす。 

処置した桜樹・・No.191、214、222、249、269、872、927、928、933、955の 10本。 

次回取り付け予定樹・・No.239、271-1、884、905、910の 5本。 

      

コフキサルノコシカケ 番号札をつけなおし、欠落木には新に仮の番号札をとりつける会員たち 

３、緑道 

    

緑道の草花          のどかな緑道の様子        枯れたカワラタケ 

4、その他 2011-12-19 桜川日本花の会より山桜

の中木 10本が送られてきた。2月 11

日の植樹まで杉山造園にて仮植えし

て頂く。右は 2011-01-25日に桜川市 

岩瀬小学校より寄贈され、杉山造園で

育成されている 30本の山桜苗木。    


